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巻　頭　言
　世界と社会の変化のスピードが増している。年内にも新しい元号が発表され，「平成」






















研究論文 100 本を読んで 1つの論文を仕上げれば，IO比は 100 対 1 となる。IO比が 1対
1に近づくほど，論文の内容は中身が薄く盗作に近くなる。一方，「その圧縮比が高いほど，
情報がたくさん詰まったいいものが書ける」（立花隆ほか共著「読む力・聴く力」岩波現代文庫）
ことになる。論文を仕上げることにも IO比は，確実に当てはまるだろう。
　ともあれ，人は他者を通して，自分を認識できる。孤立すれば自己を見失う。論文提出
は地道な作業ではあるが，研究者は「文字・活字」を通してコミュニケーションを図る。
研究者が成果を公開して，自ら発信する力は，これまで以上に求められている。それは，
研究者の陥りがちな，自分さえ良ければという利己主義を克服することによって達成でき
るのである。
　ポジティブで積極志向が強すぎるといわれるかもしれないが，苦しいことがあっても「あ
の論文に出会えたから乗り越えられた」，この新鮮な感覚を自他ともに味わえるよう，こ
れからも IO比の密度の濃い論文掲載活動に励み続けていきたい。（古）
